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維持管理計画 

 

１．主要施設の維持管理 

（１）貯留構造物 

   貯留構造物（土堰提）が機能を損なわないために、次のような管理を行う。 

  ①廃棄物の確認 

   ・廃棄物の種類、形状、日埋立処分量等の確認（データ確認、目視等） 

  ②埋立地内水位の確認 

  ③貯留構造物の変位等の確認 

   ・水平変位、鉛直変位（沈下）、外観形状（ひび割れ） 

 

（２）しゃ水工 

   埋立の前、作業中、後において、次のような管理を行う。 

  ①埋立開始前 

   ・目視による定期的な点検 

  ②埋立作業中 

   ・しゃ水工付近での廃棄物性状及び重機の走行に留意する。 

  ③埋立後 

   ・モニタリング井戸の水質分析 

 

（３）雨水集排水施設 

  ①集排水溝等の管理 

   ・水路の勾配、沈下等の定期的な観測及び降雨時等の流況の確認 

   ・土砂及び落葉等の堆積物の確認 

   ・局部的な沈下等による桝と水路の接続部の確認 

  ②埋立地表面排水の監理 

   ・水路への流出状況の定期的な確認 

   ・覆土表面の凹凸及びクラック等の確認 

 

（４）浸出水集排水施設 

  ①集排水管 

   ・竪型集排水管の管内水位及び流況の確認 

  ②集水ピット 

   ・浸出水量の経時的変化の観測と降雨記録との対比による集水機能の確認 

   ・浸出水の分析による管内土砂堆積状況の予測、埋立層分解状況の推測 

   ・送水能力の確認 
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（５）浸出水処理施設 

   埋立時期別、季節別、処理工程別に整理すると次のとおりである。 

  ①埋立時期別 

   ア 埋立初期には、埋立地内のシルト分、土砂が多く流入することがあるので

調整池の排砂を適切に行う。また、初期は有機物濃度が比較的高いため特に

生物処理工程に留意する。 

   イ 埋立中期、後期は浸出水の水質は比較的安定するが、生物難分解性物質量

が増加するので特に凝集沈殿処理工程での適正管理に留意する。 

  ②季節別 

   ア 冬期間は、凍結に注意し水温調整を行い、生物処理工程での低負荷運転に

対応する。融雪期は、処理水量の著しい増加に対応させた運転管理を行う。 

  ③処理工程別 

   ア 生物処理工程（回転円板法）では、円板の目詰まり、変形、破損、付着物、

及び生物膜の色、厚さ、量などを観察し、異常の有無を確認する。 

   イ 凝集反応に最適なｐＨを確保し、反応時間、撹拌速度を適正にする。また、

薬品添加量を適正にする。 

   ウ 適正なろ過速度を維持し、適度な逆洗を行う。 

 

（６）発生ガス処理施設 

    発生ガスの状況や地盤の沈下状況から廃棄物層の安定化状況を把握する目安

とする。 

 

２．管理施設の維持管理 

（１）搬入管理設備 

   搬入管理設備は、施設への搬入されるごみが受入れ基準に合致しているかの確

認と計量・記録など、搬入管理設備においては次の管理を行う。 

  

  ①最終処分場へ搬入する埋立物の管理 

   ア 最終処分場への受入れ基準に合致しているかどうかの判定は、搬入時の管

理人による外観検査が中心となる。従って計量設備は管理棟に接した箇所に

設け、搬入車に積載した内容物の確認がし易いように配慮する。 

   イ 搬入管理はできるだけ自動化し、計量後、伝票（年月日、業者名、車種、

品種、重量等）の発行及び集計（日報、月報等）ができるものとする。 

   ウ 搬入管理設備となるトラックスケールは、ごみを積載したままで車両の重

量を計測する機能を有しており、車両が載る本体部と計測重量を指示・記録

する計量部から構成されている。なお、トラックスケールは、４点支持ロー

ドセル方式を採用する。 
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（２）管理棟設備 

   管理棟設備は、リサイクルプラザの管理棟を用いる。 

 

（３）モニタリング設備 

   最終処分場を適切に管理するため、搬入ごみ、埋立状況、浸出水、地下水、発

生ガス、悪臭についてモニタリングを必要に応じて行う。 

   モニタリング方法と設備は、表１のとおりである。 

 

表１ モニタリング計画 

項 目 目   的 方  法 設  備 

搬入ごみ 

最終処分場への受入

基準に適合している

か確認する。 

管理人による荷台の

目視、抜き取り検査を

行う。 

・管理棟内施設 

埋立状況 

安全・衛生を保持し、

埋立地の安定化状況

を確認する。 

管理人による状況監

視、測定を行う。 

・沈下板 

浸 出 水 

浸出水が排水基準を

満足しているか確認

する。 

施設の適正管理及び

定期的な放流水質試

験を行う。 

・計装設備 

・水質分析機器 

地 下 水 

地下水の汚染が生じ

ていないか確認する。 

 

定期的に地下水の水

質検査を行う。 

・モニタリング井戸 

発生ガス 

ガスの発生状況から

有機物の分解状態を

確認する。 

ガス抜き管開口部よ

り、ガス温度、組成等

の検査を行う。 

・ガス抜き管 

悪 臭 

悪臭が発生していな

いか確認する。 

定期的な機器分析あ

るいは官能試験を実

施する。 

 

 

３．関連施設の維持管理 

（１）飛散防止設備 

   埋立地周辺には人家等がなく、直接住民に影響を与えることはないが、埋立進

行中など強風によってごみが飛散し、埋立地周辺の環境汚染を発生させる恐れが

あるため埋立地周辺に飛散防止柵を設置する。なお、埋立に際しては、適正な覆

土（即日覆土）を実施し、廃棄物の飛散防止を図るものとする。 

 

（２）立札、門、囲障設備 

   施設への進入路の入口に施設の立札、門を設ける。また、安全管理上、柵を調

整池周囲に設置する。 
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４．維持管理計画における「確認」、「点検」の頻度 

  維持管理計画における「確認」、「点検」の頻度を表２に示す。 

 

表２ 確認、点検頻度 

施  設 項  目 「確認」、「点検」の頻度 

(1)貯留構造物 ①廃棄物の確認 

 

②埋立地内の水位の 

確認 

③貯留構造物の変位 

等の確認 

原則として毎日受入れを行うため、

毎日確認を行う。 

埋立開始前に一度、確認を行う。 

 

土堰提であるため、特に沈下及び外

観形状（法面のひび割れ、崩壊）につ

いて、埋立開始前に一度確認を行う。 

(2)しゃ水工 ①埋立開始前 

 

②埋立中 

 

 

③埋立後 

目視により、遮水シートの敷設状況

について、埋立前に一度確認を行う。 

遮水工付近での廃棄物の性状及び重

機の走行については、埋立作業中に

おいて随時、確認及び留意をする。 

埋立作業終了後、モニタリング井戸

の水質分析を行う。 

(3)雨水集排水施設 ①集排水溝等の管理 

 

 

 

 

②埋立地表面集排水 

の管理 

水路の勾配、局部的な沈下等による

桝と水路の接続部、土砂及び落葉等

の堆積物について、埋立開始前に一

度、確認を行う。また、降雨時には流

況の確認を行う。 

水路への流出状況及び覆土表面の凹

凸、クラック等について、埋立開始

前に一度確認を行う。 

(4)浸出水集排水施設 ①集排水管 

 

 

②集水ピット 

竪型集排水管の管内水位及び流況に

ついて、埋立開始前に一度確認を行

う。 

集水機能について、埋立開始前に一

度確認を行う。 

浸出水の流況、集排水管の外観形状

等について、埋立開始前に一度確認

を行う。 

(5)浸出水処理施設 ①埋立時期前別 

 

②処理工程別 

調整池の土砂等の堆積状況につい

て、埋立開始前に一度確認を行う。 

円板の目詰まり、変形、破損、付着

物、及び生物膜の色、厚さ、量などに

ついて作業の開始前と終了時に確認

を行う。 

(6)発生ガス処理施設 ①発生ガスの状況及

び地盤の沈下状況 

発生ガスの状況や地盤の沈下状況に

ついて、埋立前に一度確認を行う。 
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５．設計計算書 

１）埋立面積：１３，５００㎡の範囲を示した図面を添付する。（図１） 

   ※埋立面積については、プラニメーター求積によるものとする。 

２）雨水分離側溝流量計算書において使用した確率雨量強度と浸出集排水工の時に

採用した降雨強度の違いについて以下のとおりとした。 

  

 雨水分離側溝流量計算書において使用した確率雨量強度は、「道路土工排水工

指針」に示されている３方式 

①近傍観測所の確率降雨強度式の適用 

②標準降雨強度図の利用 

③特性係数法の適用 

  のうち、重要な排水施設の設計にあたっては、上記①の方法によるものとする。 

   また、本施設の重要性を考慮し、流量計算において使用する降雨強度について

も①の近傍観測所の確率雨量強度式（２０年確率年）を採用するものとする。 

  ※近傍観測所の確率降雨強度式の採用に当たっては、一般的にタルボット式が用

いられている。 

 

   浸出水排水菅の流量計算において使用した確率雨量強度は、「廃棄物最終処分

場指針解説」に示されている全国的な値である３０㎜／ｈｒ～５０㎜／ｈｒに基

づき５０㎜／ｈｒと設定している。 

   浸出水排水管は、埋立の進行に伴って浸出状態が変化すること、スケールの付

着成長により断面が縮小することが多いこと、維持管理が難しく取替などが事実

上不可能であることなど様々な要件が複雑に関り合うため、計画雨水流量の計算

において使用した確率降雨強度とは異なり、合理式法において一義的に降雨強度

を与えることが難しいため以降において、降雨強度５０㎜／ｈｒとした時の計算

について行うものとする。 

 

降雨強度を５０㎜／ｈｒとした時の浸出水集排水管の検討 

（５０％断面で計算） 

【計画浸出量】 

（１）浸出水量の算定 

  浸出水量の算定については、合理式を用いて算出する。 

  Ｑ＝１／３６０×ｆ×Ｉ×Ａ 

                     Ｑ：浸出水量      （㎥／sec） 

                     ｆ：流出係数 

                     Ｉ：流達時間内の降雨強度（㎜／ｈ） 

                     Ａ：集水面積      （ｈａ） 
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（２）浸出係数 

  本埋立地はしゃ水シートを施工するものであり、浸出係数としては、ｆ＝１．０

とみるべきではあるが蒸発水等による損失を考慮し、浸出係数を旭川の年平均的値

の０．７と設定するものとする。 

 

（３）降雨強度 

  降雨強度は、指針解説にある５０㎜／ｈｒを用いる。 

 

（４）対象面積 

  埋立完了面積を対象面積とする。 Ａ＝１．３５ｈａ 

  集水面積            Ａ＝０．２２ｈａ 

 

（５）計画浸出水量の算出 

  計画浸出水量の決定 

   Ｑ＝１／３６０×０．７×５０×１．３５ 

    ＝０．１３㎥／sec（幹線） 

 

   Ｑ＝１／３６０×０．７×５０×０．２２ 

    ＝０．０２㎥／sec（支線） 
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図１ 処分場標準図   ①埋立面積：１３，５００㎡の範囲 
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６．浸出水集排水管の検討 

（１）断面の検討（幹線） 

  φ６００の諸元 

  Ａ＝０．１４１㎡ 

  ｎ＝０．０１１ 

  Ｒ＝０．１５０ｍ 

 

  ∴Ｑ＝０．１４１×１／０．０１１×０．１５²/³×０．０１¹/² 

    ＝０．３６≧０.１３ ･････････ ＯＫ 

 

（２）断面の検討（支線） 

  φ２００の諸元 

  Ａ＝０．０１６㎡ 

  ｎ＝０．０１１ 

  Ｒ＝０．０５１ｍ 

 

  ∴Ｑ＝０．０１６×１／０．０１１×０．０５１²/³×０．０１¹/² 

    ＝０．０２≧０．０２ ･････････ ＯＫ 

  

  計算（５０％断面）の結果、本計画における管径を満足している。 

 

７．廃棄物処理法に基づく維持管理記録の閲覧について 

  廃棄物処理法に基づく維持管理記録（閲覧記録簿）は、足寄町ホームページ、銀

河クリーンセンター管理事務所で閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


